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(57)【要約】
　ネジが、軟組織を支えるように調整された領域を有す
る高度に研磨された曲線状の頭と、ネジ付きシャフトと
、骨組織を貫通するように調整された先端とを有する、
骨移植処置中に空間を維持するための植え込み可能ネジ
が提供される。使用可能な空間を増加させて新しい骨を
成長させるために、複数の植え込み可能ネジを直列に結
合する装置、及び植え込み可能ネジを植え込むための方
法も提供される。提供される植え込み可能ネジは、骨移
植材料と併せて使用されてよく、所望量の新しい骨がい
ったん形成されると除去される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療を要する患者の骨移植処置の間に空間を維持するための植え込み可能ネジであって
、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、圧縮力から骨移植領域を保護す
るように調整された領域、及び骨移植のための容量を増加するための湾曲した下面を有す
る曲線状の頭と、前記骨の中に前記ネジを固定するためのネジ付きシャフトであって、前
記シャフトの外径が約１．４ｍｍ以下であり、前記シャフトの内径が約１．２ｍｍ以下で
あり、前記内径が前記外径よりも小さいネジ付きシャフトと、骨組織を貫通するように調
整される先端とを備え、新しい宿主骨が生成された後に前記ネジが除去できる、植え込み
可能ネジ。
【請求項２】
　前記ネジがチタニウムを含む、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項３】
　前記曲線状の頭のサイズが約３ｍｍから約７ｍｍの範囲である、請求項１に記載の植え
込み可能ネジ。
【請求項４】
　前記シャフトの長さが約８ｍｍから約１７ｍｍの範囲であり、前記ネジのピッチによっ
て、約３ｍｍから約４ｍｍの骨の係合の後に、前記ネジを骨の中で安定化できる、請求項
１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項５】
　前記シャフトの全長にネジが付けられるように、又は前記シャフトの全長未満にネジが
付けられるように、前記シャフトが頂点冠状領域でネジを付けられる、請求項１に記載の
植え込み可能ネジ。
【請求項６】
　前記ネジが、第２の植え込み可能ネジに隣接して植え込まれる、請求項１に記載の植え
込み可能ネジ。
【請求項７】
　前記ネジが骨を成長するための材料で被覆される、請求項１に記載の植え込み可能ネジ
。
【請求項８】
　前記ネジが、ネジへの直接的な適用以外の手段で、骨移植材料の組み込みをサポートす
る、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項９】
　前記ネジ付きシャフトが、メッシュ又は膜、又は中又は上にＢＭＰ－２が配置されたコ
ラーゲンスポンジに係合する、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項１０】
　前記ネジがセルフドリル用に調整された先端を備える、請求項１に記載の植え込み可能
ネジ。
【請求項１１】
　治療を要する患者の骨移植処置の間に空間を維持するための埋め込み型装置であって、
前記埋め込み型装置は、少なくとも第１のネジ及び第２のネジを備え、前記第１のネジ及
び前記第２のネジのそれぞれが、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、
圧縮力から骨移植領域を保護するように適応された領域、及び骨移植のための容量を増加
するための湾曲した下面を有する曲線状の頭と、前記骨の中に前記ネジを固定するための
ネジ付きシャフトと、骨組織を貫通するように調整される先端とを備え、前記第１の頭が
前記第２のネジの頭に隣接し、新しい宿主骨が生成された後に前記装置が除去できる、埋
め込み型装置。
【請求項１２】
　少なくとも前記第１のネジがチタニウムを含む、請求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１３】
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　前記第１のネジ及び前記第２のネジのそれぞれの頭のサイズが、約３ｍｍから約７ｍｍ
の範囲であり、前記曲線状の頭の領域が、骨成長のための容量を増加するために曲線状の
下面を備える、請求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１４】
　前記第１のネジの頭が、前記第２のネジの頭と異なるサイズである、請求項１１に記載
の埋め込み型装置。
【請求項１５】
　前記第１のネジ及び前記第２のネジのそれぞれの前記外側シャフトが、約１．４以下の
直径を有し、前記シャフトの内径が約１．２ｍｍ以下であり、前記内径が前記外径よりも
小さい、請求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１６】
　前記第１のネジのシャフトサイズの外径又は内径が、前記第２のネジのシャフトサイズ
の外径又は内径とは異なる、請求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１７】
　前記第１のネジ及び前記第２のネジのそれぞれのシャフトの長さが約８ｍｍから約１７
ｍｍの範囲である、請求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１８】
　前記第１のネジのシャフトの長さが、前記第２のネジのシャフトの長さとは異なる、請
求項１１に記載の埋め込み型装置。
【請求項１９】
　前記ネジが骨移植材料を支える、請求項１１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項２０】
　口部処置で骨を移植する方法であって、少なくとも１本の植え込み可能ネジを備える埋
め込み型装置を下顎骨の中に植え込むステップであって、前記ネジが、高度に研磨され、
機械加工された表面、軟組織を支え、骨移植領域を圧縮力から保護するように適応された
領域、及び骨の成長のために容量を増加するための湾曲した下面を有する曲線状の頭であ
って、さらに、前記曲線状頭のサイズが約３ｍｍから約７ｍｍの範囲である曲線状の頭と
、前記骨の中に前記ネジを固定するためのネジ付きシャフトであって、外径が約１．４ｍ
ｍ以下であり、内径が約１．２ｍｍ以下であり、前記内径が前記直径よりも小さいネジ付
きシャフトと、骨組織を貫通するように調整された先端とを備える、埋め込み型装置を下
顎骨の中に植え込むステップと、前記ネジの上又はその近くで骨成長材料を組み込むステ
ップと、いったん新しい宿主骨が生成されると前記埋め込み型装置を取り除くステップと
、を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　歯科インプラントの成功利用は長く知られており、その分野で十分に文書で裏付けられ
ている。長年に渡る歯科インプラント処置の成功にも関わらず、歯科インプラントの配置
の成功は、所与の患者の既存の骨の質と量によって制限されている。下にある下顎骨に対
する義歯の破壊的な性質のため、多くの人の骨の量は歯科インプラントの配置にとって非
常に限定的である。
【背景技術】
【０００２】
　さらに、骨が咬合荷重にさらされていないとき、下顎骨の委縮が起こることがある。し
たがって、歯が歯科インプラントで置換されないときに、委縮が経時的に発生することが
ある。その結果、人は、長い期間部分的に歯がないと、歯科インプラントをしっかりと支
えることができない歯槽堤委縮症を患うことがある。歯槽堤の劣化は、人の咀嚼する能力
の減少、及び損なわれた美観を含む重大な結果を伴う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】



(4) JP 2012-518492 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

【０００３】
　この状態で、骨移植は、歯科インプラントのための十分な骨を有していない人の治療の
成功に欠かせない要素となった。骨移植には多くの既知の方法がある。骨移植処置は、骨
の成長を刺激するために移植材料を組み込むことがある。実行可能な典型的な方法として
、寛骨のブロックが顎に固着され、患者の骨細胞を活性化させ、既存の骨領域の上に、及
び新しい骨移植領域の中に新しい骨を置くための刺激剤として、凍結乾燥し、鉱物質が除
かれた骨タンパク質が使用されてきた。経験及び研究から、骨移植が成功するためには、
骨移植に、筋肉の圧力、組織の衝突、及び咀嚼の力から保護された、成長するための隔離
された空間が与えられなければならないことが明らかになってきた。この空間を作り出す
ために、骨欠損の上に布状の膜又は障壁が使用されてきた。この障壁は結合組織の細胞に
よる骨欠損又は骨移植領域の中への侵襲から隔離された空間を作り出すが、障壁は、咬む
力又は組織圧力から保護された空間は作り出さない。成長する骨を、潜在的な危害の全て
の面から保護することが必要である。したがって、多くの例で、歯科インプラント、及び
栓塞稈タイプのサポートネジを含むサポートを活用する空間が作り出され、維持されてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　骨移植手順の間に空間を維持するための新しい植え込み可能なネジが提供される。この
ネジは、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、移植領域を圧縮力から保
護するように適応された部位、及び骨の成長のための能力を高めるための湾曲した下面を
有する曲線状の頭を含む。頭のサイズは様々であってよい。通常、頭は約３ｍｍから約７
ｍｍの範囲である。ネジは、既存の下顎骨にネジを固定するために使用されるネジ付き軸
をさらに含む。この軸のサイズも様々であってよい。軸は２．０ｍｍ以下の外径、及び１
．８ｍｍ以下の内径を有することがあり、内径はつねに外径よりも小さい。ネジの先端は
骨組織を貫通するために適応可能である。植え込み可能なネジは、いったん所望の量の新
しい被移植体骨が生成されると取り除くことができる。
【０００５】
　別の実施形態は、かかる治療を要する患者の骨移植処置中に空間を維持するための埋め
込み型装置を提供する。埋め込み型装置は、少なくとも第１のネジ及び第２のネジを備え
る。各ネジは、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、移植領域を圧縮力
から保護するように調整された領域、及び骨の成長のための能力を高めるための湾曲した
下面を有する曲線状の頭を有する。各ネジは、骨の中にネジを固定するためのネジ付き軸
、及び骨組織を貫通するように調整された先端をさらに提供する。いくつかの実施形態で
は、第１のネジの頭は第２のネジの頭に隣接し、栓塞稈の面積を増やす。植え込み可能ネ
ジは、いったん所望の量の新しい宿主骨が生成されると取り除くことができる。
【０００６】
　さらに、口部骨移植処置のために植え込みネジを使用する方法が提供される。この方法
は、少なくとも１本の植え込みネジを含む装置を、下顎骨の中に植え込むことを含む。植
え込みネジは、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、移植領域を圧縮力
から保護するように調整された領域、及び骨の成長のための能力を高めるための硬化され
た下面を有する曲線状の頭を含む。頭のサイズは様々であってよいが、通常は約３ｍｍか
ら約７ｍｍの間である。ネジの軸には、骨の中にネジを固定するためのネジ山がついてい
る。ネジの軸は２．０ｍｍ以下の外径、及び１．８ｍｍ以下の内径を有し、内径はつねに
外径よりも小さい。ネジの先端は骨組織を貫通するように調整可能である。当該方法は、
骨の成長を刺激するために装置の回りに骨成長材料を取り込むステップと、いったん所望
の量の新しい宿主骨が生成されると装置を取り除くステップとをさらに含む。
【０００７】
　多様な実施形態の追加の特徴及び優位点は、以下の説明に部分的に述べられ、部分的に
図の説明から明らかになる。もしくは多様な実施形態の実践によって学習され得る。多様
な実施形態の目的及び他の優位点は、以下の説明及び添付の特許請求の範囲に特に指摘さ
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れた要素及び組合せによって実現および達成されるであろう。
【０００８】
　部分的には、実施形態の他の態様、特徴、利点、及び優位点は、以下の説明、添付の特
許請求の範囲、及び添付図面に関連して明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】曲線状の頭、ネジ付き軸、及び骨組織を貫通するように調整された先端を含む植
え込み可能ネジを示す図である。
【図２】植え込み可能ネジの曲線状の頭の平面図である。
【図３】曲線状の頭、部分的にネジ付きの軸、及び骨組織を貫通するように調整された先
端を含む植え込み可能ネジを示す図である。
【図４】曲線状の頭、軸、及び骨の中に係合された先端を有する２本のネジを含む埋め込
み型装置の図である。
【図５】メッシュ及び骨の中に係合された植え込み可能ネジの図である。
【００１０】
　図はスケール通りに描かれていないことが理解されるべきである。さらに、図中の物体
の関係はスケール通りではない場合があり、実際には、サイズが逆の関係を有することが
ある。各図は、図示されている各物体の構造への理解及びその明瞭さを目的としており、
したがって、いくつかの特徴は構造体の特定の特徴を例示すために誇張されている場合が
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲の目的では、特に断らない限り、明細書及び特許請
求の範囲で使用される、成分の量、材料のパーセンテージ又は割合、及び他の数値を表す
全ての数は、全ての例で用語「約」で修飾されていると理解されるべきである。したがっ
て、反対の指示がない限り、以下の明細書及び添付の特許請求の範囲に述べられる数値パ
ラメータは、本発明によって取得される所望される特性に応じて変わる場合がある概数で
ある。少なくとも、及び特許請求の範囲への均等論の適用を制限しようとする試みとして
ではなく、各数値パラメータは、少なくとも報告されている有効桁数に鑑み、及び通常の
四捨五入の技法を適用することによって解釈されるべきである。
【００１２】
　本発明の広い範囲を述べる数値範囲及びパラメータが概数であるにも関わらず、特定の
例で述べられる数値は可能な限り正確に報告されている。ただし、どのような数値も、本
質的に、そのそれぞれの試験測定で検出される標準偏差から必ずや生じるある種の誤差を
含んでいる。さらに、本明細書で開示される全ての範囲はその中に包含されるありとあら
ゆる部分的な範囲を包含すると理解されるべきである。例えば、「１から１０」の範囲は
、１を含む最小値と１０を含む最大値の間のありとあらゆる部分的な範囲、すなわち、１
以上の最小値及び１０以下の最大値を有するありとあらゆる部分的な範囲、例えば５．５
から１０等を含む。
【００１３】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用される場合、単数形「ａ」、「ａｎ」、及び
「ｔｈｅ」は、明示的且つ明白に１つの指示対象に制限されない限り、複数の指示対象を
含む。したがって、例えば、「埋め込み型装置」への言及は、１台、２台、３台以上の埋
め込み型装置を含む。
【００１４】
　ここで、添付図面に例示されている本発明の特定の実施形態を詳しく参照する。本発明
を例示されている実施形態と関連して説明する場合、本発明は、それらの実施形態に制限
されることはないが、その点は理解されるであろう。逆に、本発明は、添付の特許請求の
範囲の規定によって本発明の範囲内に含まれる全ての代替策、変型、及び同等物をカバー
することが意図されている。



(6) JP 2012-518492 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

【００１５】
　本明細書で提供されているのは、治療を要する患者の骨移植処置中に空間を維持するた
めの植え込み可能ネジである。例えば、限定しないが、ネジは、口顔の病気を治療するた
め、又は他の外科処置ならびに歯槽堤の保全及び／又は増強のための口部及び顎顔面の外
科処置でも使用できる。
【００１６】
　ネジは、口腔内に位置する組織部位を含め、口顔組織内部の組織に植え込むことができ
る。かかる組織は、限定しないが、例えば、歯周膜組織等の歯周組織、歯周靭帯、感染歯
の端部、歯の内部、もしくは根尖切除又は抜歯の後に存在するような骨空洞内の骨組織、
歯内組織、インプラント固定具を取り囲む骨組織、顎関節、側頭筋、側頭骨、咬筋、及び
下顎等の顎組織、例えば扁桃摘出等の外科手術によって影響を受けた組織等を含む。
【００１７】
　用語「口顔の病気」は、口顔の周囲に由来する病気だけではなく口顔の周囲内の病気も
包含することが意図されている。用語「口顔の病気」は、限定しないが、例えば、急性炎
症及び進行中の組織の腐敗を停止するための（被移植体応答反応を含む）組織の慢性炎症
を含む慢性炎症、感染、（歯根の計画及び歯石除去を含む）機械的な歯の洗浄、全ての歯
周外科処置、及び根尖切除又は歯根管、歯列矯正等の歯の移動を容易にするために行われ
る処置等の他の外科処置の痛み並びに関連する炎症性合併症及び他の合併症、歯周病によ
って引き起こされる歯周靭帯、骨、及び他の組織に対する修復損傷、顎関節症候群を含め
、顔の痛み、頭部の痛み、耳の痛み、及び顎の痛みを引き起こす頭蓋下顎の病気、事故又
は他の変形等の後に顔の造作を再現、再構築するための美容整形及び形成外科を含むこと
が意図されている。用語「口顔の病気」は、口顔の周囲に由来する病気だけではなく、口
顔の周囲内の病気も含むことが意図されている。
【００１８】
　病気を治療すること又は病気の治療とは、病気の兆候又は症候を緩和する努力として、
患者（人間またはそれ以外）に1本又は複数本のネジを植え込むステップを含む場合があ
るプロトコルの実行を指す。緩和は、病気の兆候又は症候が現れた後だけではなく、現れ
る前に起こることがある。したがって、「治療すること」又は「治療」は、「防止するこ
と」又は病気の「防止」を含む。さらに、「治療すること」又は「治療」は、兆候又は症
候の完全な緩和や治癒を必要としない。特に、患者にごくわずかな効果しか与えないプロ
トコルも含む。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、本書に説明されている植え込み可能ネジにより、外科医は、
既存の骨移植材料を活用して、空間の維持が成功には必須であるがその空間を維持するた
めに存在するオプションが現在限られている骨欠損を、治療することができる。ネジは、
体積及び骨の増加が所望される歯槽堤の増強に使用することができる。（歯槽突起として
も知られる）歯槽堤は、歯を取り囲み支える上顎（上顎骨）又は下顎（下顎骨）の骨の部
分を含む。多くの場合、これらの領域は、歯科インプラントの配置又は安定化に必要な十
分量の骨を生来含まないので、骨の体積を増加する必要がある。
【００２０】
　多様な実施形態では、植え込み可能ネジは、骨と歯肉の間に空間を提供する。歯肉組織
は、口の軟組織の裏層の部分を含む。歯肉組織は歯を囲み、歯の回りに密封物を提供する
。唇及び頬の軟組織の裏層と比較すると、歯肉の大部分は下にある骨にしっかりと接合さ
れ、その上を通過する食物の摩擦に抵抗するように作られている。したがって、植え込み
可能ネジは、適切な美観及び歯科インプラントによる復元のために、骨が適切な骨構造を
再生および復元できるように、歯肉を支える。
【００２１】
　植え込み可能ネジは、栓塞稈に使用される他のネジと比較してより大きな頭及びより小
さな軸を有するように作られる。頭は、滑らかな丸みを帯びた端縁が、上にある歯肉又は
粘膜組織に害を及ぼさない界面を提供するように形成される。さらに、植え込み可能ネジ
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は、骨と歯肉の間に追加の空間を提供するため、湾曲した下面を有する頭を提供する。、
その結果、骨移植材料の配置並びに適切な美観及び適切な歯科インプラントによる復元の
ため、適切な顎構造の復元に適した骨の成長が可能になる。したがって、植え込み可能ネ
ジは、骨移植及び骨再生副産物と一緒に使用する空間維持材料を求めている外科医に、魅
力的なオプションを提供する。
【００２２】
　以下の図及び対応する説明は、本開示をいかなる形でも制限することを意図していない
。任意の1つの図に関連して示され説明されている実施形態は、明示的に別段の規定がな
い限り、任意の他の図に関連して示され説明される実施形態と併せて使用してよい。
【００２３】
　図１から図５は、それぞれ参照番号１１０から５８０によって一般に参照される埋め込
み型装置として使用される栓塞稈ネジの多様な実施形態を示す。類似する参照番号が、類
似するパーツの類似する部分を参照するために、全図面で使用される。
【００２４】
　図１は、ある種の歯科再生処置で、骨移植中に空間を一時的に維持又は作り出すための
植え込み可能ネジを示す。多様な実施形態では、植え込み可能ネジは、曲線状の頭１１０
、ネジ付き軸１４０、及び骨先端を貫通するように調整された先端１５０を含む。
【００２５】
　ネジの頭は、歯肉とネジ頭の間の界面を支え、顎部位での軟組織の離開又は穿孔の尤度
を最小限に抑えるために、滑らかで曲線状の端縁１２０を有する。植え込み可能ネジの曲
線状の頭は、移植部位を圧縮力から保護し、骨の成長のために保護された領域を提供する
。さらに、曲線状の頭の表面は、仕上げられた表面が滑らかで、粒子がないようにバフ研
磨等の既知の方法を使用して高度に研磨される。高度に研磨された表面によって、ネジは
歯垢及び歯石の蓄積に耐えられる。ＣＮＣや旋盤等の機械加工が、生産中、ネジの表面及
び幾何学形状を製造するのに使用される。
【００２６】
　多くの実施形態では、歯槽堤の移植のために十分な空間が維持され、作り出されるのを
保証するために、曲線状の頭は、湾曲した下面１３０つまり「傘形状」も提供する。約０
ｍｍから２０ｍｍの空間が、生来の骨と、栓を挿入された軟組織との間に維持されるべき
であり、新しい骨の成長のための十分な空間がそれによって提供されなければならない。
移植組織は、新しい骨の形成を誘発するため、及び／又は提供された空間内で骨が形成さ
れる際に骨誘導性骨格として機能するために使用してよい。
【００２７】
　頭は多様なサイズで提供されてよい。頭のサイズは骨の成長のために拡大された領域を
提供し、周りの組織の離開又は穿孔を最小限に抑えるほど大きい。さらに、大きな直径の
頭は、より広い領域で固定力を分散し、安定性を改善し、頭が自然の物質から成る分割骨
移植組織を貫通する尤度を減少させるのに役立つ。通常、頭の直径サイズは約３ｍｍと約
７ｍｍの間の範囲であり、１ｍｍずつ漸増する。典型的な頭サイズは３ｍｍ、４ｍｍ、５
ｍｍ、６ｍｍ、又は７ｍｍである。
【００２８】
　植え込み可能ネジの軸は、ユーザ（例えば、外科医、歯科医、又は他の医療提供者）が
骨の中にネジを固定できるようにする。いくつかの実施形態では、植え込み可能ネジの軸
は完全に、つまり先端から頭までネジ付きであってよい。シャフトのネジ山のピッチは、
ネジの主要な安定性が、約３ｍｍから４ｍｍの骨の係合の後に達成できる程度である。
【００２９】
　ネジ軸は、骨の成長に使用可能な空間を増加し、ネジ除去時に新しい宿主骨への影響を
最小限に抑えるため、通常の直径よりも小さい。多様な実施形態は、約２．０ｍｍ以下の
外径及び約１．８ｍｍ以下の内径を有する軸を提供する。あらゆるケースで、内径は外径
よりも小さい。通常、外径は約１．４ｍｍであり、内径は約１．２ｍｍである。
【００３０】
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　軸の長さも、要件に応じて可変である。軸の長さは約８ｍｍと約１７ｍｍの間の範囲で
あり、１ｍｍずつ漸増する。多様な実施形態で提供される典型的な長さは、８ｍｍ、９ｍ
ｍ、１０ｍｍ、１１ｍｍ、１２ｍｍ、１３ｍｍ、１４ｍｍ、１５ｍｍ、１６ｍｍ、及び１
７ｍｍを含む。
【００３１】
　植え込み可能ネジの先端は、骨組織を貫通するように調整される。先端は、かかる目的
で一般に使用される任意の形状であってよい。ネジは、セルフドリル式であってもよいし
、最小の案内の後のセルフタップ及びセルフドリル用に調整されてもよい。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、ネジは、歯槽堤の垂直又は側面方向の増強を必要とする処置
を含め、多岐に渡る処置で使用するように位置決めしてよい。
【００３３】
　いったん所望される量の新しい宿主骨が生成されると、植え込み可能ネジは取り除くこ
とができる。頭及び軸の寸法は、除去の際に新しい骨への衝撃及び潜在的な損傷が最小限
に抑えられる程度である。栓塞稈ネジの除去により、所望される場合、口部インプラント
の配置を支えるのに理想的に十分な程度に、新しい骨の部位が提供される。所望される新
しい宿主骨の量は、処置の特定の目的によって異なる。いくつかの実施形態では、インプ
ラントは、植え込み可能栓塞稈ネジの除去によって空にされた該空間に挿入してよい。
【００３４】
　図２は、植え込み可能ネジの曲線状の頭の例示的な平面図を示す。多様な実施形態では
、ネジの頭は、任意のサイズ及び形状であってよい１つ又は複数の凹部及び又は突起２１
０を有してよい。例えば、まっすぐで平坦な側面形状、楕円形状、両凹面形状、正方形形
状、又は植え込み可能ネジを壊すしたり損傷を与えたりすることなく、挿入トルクの伝達
を可能にするほど十分な移植ツール係合端部強度及び駆動てこを提供する、任意の他の突
出する又は窪んだ形状等である。通常、ネジは、手、ドリル、又は、先端が骨を貫通でき
るように、必要に応じてネジを右回り又は左回りに回転するように作られた他の歯科計器
で回転できる。
【００３５】
　移植ツールは、ドライバ、レンチ、スパナ、ねじ回し、又は他の回転ツール、及び埋め
込み型装置を係合できる同等物を含むが、これらに限定されない。移植ツールは、手動（
例えば、手で回転可能）でもよいし、又は自動装置（例えば、ドリル、パワードライバー
等を使用して）を使用してもよい。例示的な実施形態では、ＴＯＲＸ（トルクス）または
スタードリルを使用してよい。
【００３６】
　別の例示的な実施形態では、図３は、滑らかで曲線状の端縁３２０を備える曲線状の頭
３１０、及び湾曲した下面３３０を有する、前述された植え込み可能ネジを示す。当該植
え込み可能ネジは、軸３４０、及び先端３５０をさらに含む。いくつかの実施形態では、
ネジの軸は、軸の全長にネジ山が付けられるか、又は軸の全長未満にネジが付けられるよ
うにネジの頂点領域又は冠状領域の上にネジ山が付けられている。通常、ネジ付けは、ネ
ジの先端で開始し、頭に向かって上方に進み、少なくとも、ネジの安定化を保証するほど
十分なネジ付けを提供する。多様な実施形態では、ネジのピッチは、約３ｍｍから約４ｍ
ｍの骨に係合した後にネジを安定化するのに十分である。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、複数の植え込み可能ネジが、骨移植処置の間の一時的な空間
の維持のために使用されてよい。図４は、互いに隣接して植え込まれた２本の植え込み可
能ネジを含む埋め込み型装置の例示的な実施形態を示す。第１のネジは、頭４１０、ネジ
付き軸４４０、及び下顎骨４６０の中にネジを固定するための先端（不図示）を含む。第
２のネジも頭４１５、ネジ付き軸４４５、及び下顎骨の中にネジを固定するための先端（
不図示）を含む。
【００３８】
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　第１のネジの頭は、滑らかで曲線状の端縁４２０、及び湾曲した下面４３０を有する。
同様に、第２のネジの頭も、滑らかで曲線状の端縁４２５、及び湾曲した下面４３５を含
む。曲線状の端縁は、取り囲む軟組織の離開又は穿孔を最小限に抑えるのに役立ち、湾曲
した下面は骨の成長のための領域を増やす。ネジが直列で植え込まれている実施形態では
、各ネジは、各ネジ頭が隣のネジ頭に隣接するように位置決めされてよい。各連続ネジ頭
の隣接する位置決めによって、移植部位のより大きな面積を保護することができ、新しい
骨を育てるのに利用できる面積が増える。サイズは、使用可能な空間、及び処置が必要と
するものに応じて異なっても良い。
【００３９】
　各ネジの頭は、保護される移植部位の面積をさらに最大限にするほど大きい。各ネジ頭
の直径サイズは様々でよい。通常、ネジ頭は、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、又は７
ｍｍの直径を有してよい。複数のネジを有する埋め込み型装置は、各ネジ頭が同じサイズ
（例えば、それぞれの第１のネジ及び第２のネジの頭の直径が４ｍｍである）、異なるサ
イズ（例えば、第１のネジの頭の直径が４ｍｍであり、第２のネジの頭の直径が６ｍｍで
ある）、又は多様なサイズの組み合わせ（例えば、第１のネジの頭の直径が４ｍｍであり
、第２のネジが６ｍｍであり、第３のネジが４ｍｍである）であるネジを組み込んでよい
。サイズは、使用可能な空間及び処置の必要性に応じて異ってよい。
【００４０】
　各植え込み可能ネジの軸は、ネジが顎に固定され得るように、全長又は部分的にネジ山
が付けられてよい。例示的な実施形態では、下顎骨との約３ｍｍから約４ｍｍの係合の後
にネジの安定性が達成される。
【００４１】
　各植え込み可能ネジの軸の直径及び長さも様々でよい。軸の直径は小さいので、除去時
に影響を受ける骨の量を最小限に抑える、新しい骨のためにより多くの余地を残すことが
できる。いくつかの実施形態は、各植え込み可能ネジの外形が２ｍｍ以下であり、内径が
１．８ｍｍ以下であることを規定する。あらゆるケースで、内径は外形よりも小さい。さ
らに、軸の長さは、８ｍｍから１７ｍｍの範囲で異ってよい。埋め込み型装置に植え込ま
れた各ネジは、以後のネジと同じ直径又は長さの軸、以後のネジとは異なる直径又は長さ
の軸、もしくはその組み合わせの軸を有してよい。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、骨成長材料４５０は、新しい骨の発育を奨励するために組み
込まれる。骨の成長を刺激するための骨成長材料は、人工代替物、合成代替物、天然代替
物又は天然代替物であってよい。骨成長材料は、例えば、ネジを骨成長材料で被覆するこ
と、又は槽の中への骨成長剤の注入を含む多岐に渡る方法で槽に提供されてよい。成長剤
の種類及び必要とされる量は、患者、及び必要とされている処置の種類に依存する。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、個々のネジ又は複数のネジの組み合わせが、膜、メッシュ、
スポンジ等の組織骨格を固定するためだけではなく、骨の成長のための空間を栓塞稈で塞
ぐためにも同時に使用されてよい。ネジは、骨格を通過できる、又はいくつかの実施形態
では、組織骨格はネジの回りに押し固めることができる。組織骨格は、生体内での組織形
成のプロセスを三次元で誘導するために細胞に細胞間質を与える。骨格の形態が細胞移動
を誘導し、細胞はそれぞれ骨格の中又は上に移動できる。次に、細胞は新しい組織（例え
ば、骨）を増殖し、合成できる。いくつかの実施形態では、１つ又は複数の組織骨格が、
互いに積み重ねられたり混合されたりする。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、組織骨格は、天然の材料及び／又は合成材料を含んでよい。
例えば、組織骨格は、ポリ（アルファ－ヒドロキシ酸）、ポリ（ラクチドコグリコリド）
（ＰＬＧＡ）、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧ）、ポリ（アルファヒド
ロキシ酸の）ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）接合体、ポリオルトエステル（ＰＯＥ）
、超高分子量多孔ポリエチレン、ポリアスピリン、ポリフォスファゲン、コラーゲン、加
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水分解コラーゲン、ゼラチン、加水分解ゼラチン、加水分解ゼラチンの部分、エラスチン
、でんぷん、アルファでんぷん、ヒアルロン酸、キトサン、アルギン酸塩、アルブミン、
フィブリン、アルファトコフェロール酢酸エステル、ｄ－アルファトコフェロールコハク
酸エステル、Ｄ，Ｌ－ラクチド、又はＬ－ラクチド等のビタミンＥ類似物、、－カプロラ
クトン、デキストラン、ビニルピロリドン、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ＰＶＡ－
ｇ－ＰＬＧＡ，ＰＥＧＴ－ＰＢＴ共重合体（ポリアクティブ）、メタクリル酸エステル、
ポリ（Ｎ－イソプロピルアクリルアミド）、ＰＥＯ－ＰＰＯ－ＰＥＯ（プルロニックス）
、ＰＥＯ－ＰＰＯ－ＰＡＡ共重合体、ＰＬＧＡ－ＰＥＯ－ＰＬＧＡ、ＰＥＧ－ＰＬＧ、Ｐ
ＬＡ－ＰＬＧＡ，ポロクサマー４０７、ＰＥＧ－ＰＬＧＡ－ＰＥＧトリブロック共重合体
、ＳＡＩＢ（ショ糖酢酸イソ酪酸エステル）、ポリジオキサノン、メタクリル酸メチル（
ＭＭＡ）、及びＭＭＡ及びＮ－ビニルピロリドン、ポリアミド、オキシセルロース、グリ
コール酸及びトリメチレンカーボネートの共重合体、ポリエステルアミド、ポリエーテル
エーテルケトン、ポリメタクリル酸メチル、又はその組み合わせを含んでよい。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、組織骨格はコラーゲンを含む。例示的なコラーゲンは、組み
替えコラーゲンだけではなく、人間又は人間以外の動物（牛、羊、及び／又は豚）、又は
その組み合わせを含む。適切なコラーゲンの例は、ヒトコラーゲンＩ型、ヒトコラーゲン
ＩＩ型、ヒトコラーゲンＩＩＩ型、ヒトコラーゲンＩＶ型、ヒトコラーゲンＶ型、ヒトコ
ラーゲンＶＩ型、ヒトコラーゲンＶＩＩ型、ヒトコラーゲンＶＩＩＩ型、ヒトコラーゲン
ＩＸ型、ヒトコラーゲンＸ型、ヒトコラーゲンＸＩ型、ヒトコラーゲンＸＩＩ型、ヒトコ
ラーゲンＸＩＩＩ型、ヒトコラーゲンＸＩＶ型、ヒトコラーゲンＸＶ型、ヒトコラーゲン
ＸＶＩ型、ヒトコラーゲンＸＶＩＩ型、ヒトコラーゲンＸＶＩＩＩ型、ヒトコラーゲンＸ
ＩＸ型、ヒトコラーゲンＸＸＩ型、ヒトコラーゲンＸＸＩＩ型、ヒトコラーゲンＸＸＩＩ
Ｉ型、ヒトコラーゲンＸＸＩＶ型、ヒトコラーゲンＸＸＶ型、ヒトコラーゲンＸＸＶＩ型
、ヒトコラーゲンＸＸＶＩＩ型、及びヒトコラーゲンＸＸＶＩＩＩ型、又はその組み合わ
せを含むが、これらに限定されない。コラーゲンは、前記コラーゲン型のいずれかのヘテ
ロ三量体及びホモ三量体を、さらに含んでよい。いくつかの実施形態では、コラーゲンは
、ヒトコラーゲンＩ型、ヒトコラーゲンＩＩ型、ヒトコラーゲンＩＩＩ型、又はその組み
合わせのヘテロ三量体又はホモ三量体を含む。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、組織骨格は、例えば皮質骨、自家骨、同種骨、及び／又は異
種骨等、採取した骨細胞及び／又は骨組織を接種してよい。例えば、目標組織部位に挿入
する前に、組織骨格は、移植骨組織／細胞、通常は、容量で約３：１、２：１、１：１、
１：３、又は１：２の比率で患者から吸引された骨組織／細胞で、湿らさせることができ
る。この骨組織／細胞は提供される骨格材料の中に染み込ませることができ、当該骨格材
料は手で練り、後に欠陥の中に詰め込まれる成形しやすい稠度を得てもよい。いくつかの
実施形態では、組織骨格は移植部位での正確な配置及び保持を可能にする、展性があり水
に溶けないキャリヤーを提供する。
【００４７】
　組織骨格の形状は、それが配置される部位に合わせて調整してよい。例えば、それは小
片、プラグ、ピン、くい、シリンダ、ブロック、楔、シート等の形状であってよい。
【００４８】
　組織骨格は、特定の領域で骨の成長を開始するのに使用されてよい。ネジと一緒に使用
するのに適した例示的で限定されない組織骨格は、セラミック、セラミック－コラーゲン
複合物と組み合わされた骨形成タンパク質（ＢＭＰ）、組換え型ヒト骨形成タンパク質（
ｒｈＢＭＰ－２）を含むコラーゲンスポンジ、及びリン酸カルシウムをベースにしたセメ
ントを含む。ｒｈＢＭＰ－２を含むコラーゲンスポンジ等の組織骨格は、メドトロニック
ソファモアダネック（Ｍｅｄｔｒｏｎｉｃ　Ｓｏｆａｍｏｒ　Ｄａｎｅｋ）から入手でき
る。
【００４９】
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　図５は、メッシュの固定ならびに栓塞稈に使用されている植え込み型ネジを示す例示的
な実施形態である。例示的な植え込み型ネジは、曲線状の頭５１０、ネジ付き軸５４０、
及び先端（不図示）を有する。曲線状の頭は、軟組織５７０の栓塞稈を支える。一方、滑
らかで曲線状の端縁５２０は、軟組織に対する損傷の可能性を最小限に抑える。湾曲した
下面５３０は、メッシュ５５０の配置及び新しい骨の成長のための空間を増加させる。
【００５０】
　図示されている実施形態では、ネジの先端はメッシュを通過する。好ましくは、下顎骨
５６０に固定する前に骨移植部位の上でメッシュを保持するため、ネジの頭の下でねじ山
によってメッシュを捕捉するのがよい。十分な骨が係合されたら、ネジとメッシュの両方
が定位置に固定される。追加のネジ５８０を、下顎骨の基部でメッシュを固定するのに利
用してよい。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、軸の全長にネジが付けられている場合、メッシュはネジ頭の
回りできつく締められ、移植部位を覆ってもよい。他の実施形態では、軸のネジ山は先端
で開始するが、頭に到達する前のどこかの点で停止するように部分的にネジ付けられてよ
い。どちらのケースでも、ネジが下顎骨の中に固定され、安定性が達成できるように、十
分なネジ付けが与えられなければならない。通常、３ｍｍから４ｍｍの骨の係合の後に安
定性が達成される。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、下顎骨は、従来の外科処置を使用して準備され、装置は従来
の手段に従って挿入できる。
【００５３】
　本明細書に説明される各ネジの特定の寸法は、特定の用途の要件又は必要とされる処置
に応じて異なってもよい。
治療薬
【００５４】
　植え込み可能ネジの多様な実施形態は、効果的な量の治療薬を提供するために１つ又は
複数の治療薬と混合、またはそれで噴霧及び／又は被覆し得る。あるいは、治療用物質は
、キャリヤーの上に被覆又は染みこませ得る。その場合、ネジはキャリヤーを通過しても
よいし、キャリヤーがネジの回りで押し固められてもよい。
【００５５】
　治療薬は、鎮痛薬、抗炎症剤、抗感染剤、抗生物質、ビスホスホネート類、又は他の再
吸収阻害薬（例えば、カルシトニン）、及び／又は増殖因子を含むが、これらに限定され
ない。ビスホスホネート類は、パミドロン酸、アレンドロン酸、ゾレンドロン酸、例えば
、ジメチル－ＡＰＤ等の３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ)－１－ヒドロキシプロパン－１
、１－ジホスホン酸、エチドロン酸等の１－ヒドロキシ‐エチリンデン－１，１－ビスホ
スホン酸、イバンドロン酸等の１－ヒドロキシ－３－(メチルペンチルアミノ)－プロピリ
デン－ビスホスホン酸(イバンドロン酸)、アミノ－ヘキシル－ＢＰ等の６－アミノ－１ヒ
ドロキシヘキサン－１，１－ジホスホン酸、メチル－ペンチル－ＡＰＤ等の３－(Ｎ－メ
チル－Ｎ－ペンチルアミノ)－１－ヒドロキシプロパン－１，１－ジホスホン酸、ゾレド
ロン酸等の１－ヒドロキシ－２－（イミダゾール－１－イル）エタン－１，１－ジホスホ
ン酸、リセドロン酸等の１－ヒドロキシ－２（３－ピリジル)エタン－１，１－ジホスホ
ン酸（リセドロン酸）、３－[Ｎ‐(２－フェニルチオエチル)‐Ｎ‐メチルアミノ]－１－
ヒドロキシプロパン－１，１－ビスホスホン酸、１－ヒドロキシ－３－（ピロリジン－１
－イル）プロパン－１，１－ビスホスホン酸、ＦＲ７８８４４（フジサワ）等の１－（Ｎ
－フェニルアミノチオカルボニル)メタン－１，１－ジホスホン酸、Ｕ８１５８１(アップ
ジョン)等の５－ベンゾイル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ピラゾール－３，３－ジホスホ
ン酸テトラエチルエステル、又はＹＭ５２９等の１－ヒドロキシ－２－（イミダゾール［
１，２－ａ］ピリジン－３－イル）エタン－１，１－ジホスホン酸、もしくはその組み合
わせ等を含むが、これらに限定されない。
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【００５６】
　治療薬の効果的な量は、その薬物が、投与時に、例えば、炎症の抑止、痛みの削減又は
緩和、骨の成長等の生物学的活動の変化を生じさせるほどである。
【００５７】
　治療薬は鎮痛薬である場合がある。「鎮痛薬」は、痛みを削減する、和らげる、又は排
除することができる作用物質又は化合物を指す。鎮痛薬の例は、アセトアミノフェン、例
えばリドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン等の局所麻酔薬、ブプレノルフィン、ブト
ルファノール、デキストロモラミド、デゾシン、デキストロプロポキシフェン、ジアモル
フィン、フェンタニル、アルフェンタニル、スフェンタニル、ヒドロコドン、ヒドロモル
フォン、ケトベミドン、レボメタジル、レボルファノール、メペリジン、メタドン、モル
ヒネ、ナルブフィン、オピウム、オキシコドン、パパベレタム、ペンタゾシン、ペチジン
、フェノペリジン、ピリタミド、デキストロプロポキシフェン、レミフェンタニル、スフ
ェンタニル、チリジン、トラマドール、コデイン、ジヒドロコデイン、メプタジノール、
デゾシン、エプタゾシン、フルピルチン等のオピオイド鎮痛薬、もしくはその組み合わせ
を含むが、これらに限定されない。
【００５８】
　句「抗炎症剤」は、抗炎症効果を有する作用物質又は化合物を指す。これらの作用物質
は、炎症を削減することによって痛みを改善することがある。抗炎症剤の例は、スタチン
、スリンダク、スルファサラジン、ナロキシン、ジクロフェナク、インドメタシン、イブ
プロフェン、フルルビプロフェン、ケトプロフェン、アクロフェナク、アロキシプリン、
アプロキセン、アスピリン、ジフルニサール、フェノプロフェン、メフェナム酸、ナプロ
キセン、フェニルブタゾン、ピロキシカム、メロキシカム、サリチルアミド、サリチル酸
、デスオキシスリンダク、テノキシカム、ケトロラク、クロニジン、フルフェニサル、サ
ルサレート、サリチル酸トリエタノールアミン、アミノピリン、アンチピリン、オキシフ
ェンブタゾン、アパゾン、シンタゾン、フルフェナム酸、クロニキセリル、クロニキシン
、メクロフェナム酸、フルニキシン、コルヒチン、デメコルシン、アロプリノール、オキ
シプリノール、塩酸ベンジダミン、ジメファダン、インドキソール、イントラゾール、塩
酸ミムバン、塩酸パラニレン、テトリダミン、塩酸ベンゾインドピリン、フルプロフェン
、イブフェナク、ナプロキソール、フェンブフェン、シンコフェン、ジフルニドンナトリ
ウム、フェナモール、フルチアジン、メタザミド、塩酸レチミド、塩酸ネキセリジン、オ
クタザミド、モリナゾール、ネオシンコフェン、ニマゾール、クエン酸プロキサゾール、
テシカム、テシミド、トルメチン、トリフルミデート、フェナメート類（メフェナム酸、
メクロフェナム酸）、ナブメトン、セレコキシブ、エトドラク、ニメスリド、アパゾン、
金、テポキサリン、ジチオカルバメート、又はその組み合わせを含むが、これらに限定さ
れない。また、抗炎症剤は、例えばフルオシノロン、コルチゾール、コルチゾン、ヒドロ
コルチゾン、フルドロコルチゾン、プレドニゾン、プレドニゾロン、メチルプレドニゾロ
ン、トリアムシノロン、ベタメタゾン、デキサメタゾン、ベクロメタゾン、フルチカゾン
、インターロイキン－１受容体拮抗物質、サリドマイド（ＴＮＦ－α放出阻害薬）、サリ
ドマイド類似体（マクロファージによってＴＮＦ－αの生成を削減する）、骨形成タンパ
ク質（ＢＭＰ）２型またはＢＭＰ－４（ＴＮＦ－αをアップレギュレートするカスパーゼ
８の抑制薬）、キナプリル（ＴＮＦ－αをアップレギュレートするアンギオテンシンＩＩ
の抑制薬）、（ＴＮＦ－α受容体発現を調節する）ＩＬ－１１等のインターフェロン類、
及び（ＴＮＦ－αを抑制する）オーリン－トリカルボン酸、グアニジノエチルジスルフィ
ド、又はその組み合わせも含む。
【００５９】
　例示的な抗炎症剤は、例えば、ナプロキセン、ジクロフェナク、セレコキシブ、スリン
ダク、ジフルニサル、ピロキシカム、インドメタシン、エトドラク、メロキシカム、イブ
プロフェン、ケトプロフェン、ｒ－フルルビプロフェン、メフェナム酸、ナブメトン、ト
ルメチン、及び前記のそれぞれのナトリウム塩、ケトロラクブロメタミン、ケトロラクト
ロメタミン、ケトロラク酸、トリサリチル酸コリンマグネシウム、ロフェコキシブ、バル
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デコキシブ、ルミラコキシブ、エトリコキシブ、アスピリン、サリチル酸及びそのナトリ
ウム塩、アルファ、ベータ、ガンマ－トコフェロール類およびトコトリエノール類のサリ
チル酸エステル（並びにそれらのｄ、ｌ、及びラセミ異性体）、アセチルサリチル酸のメ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ－ブチルエス
テル、テノキシカム、アセクロフェナク、ニメスリド、ネパフェナク、アムフェナク、ブ
ロムフェナク、フルフェナメート、フェニルブタゾン、又はその組み合わせを含む。
【００６０】
　例示的なステロイドは、例えば、２１－アセトキシプレグネノロン、アルクロメタゾン
、アルゲストン、アムシノニド、ベクロメタゾン、ベタメタゾン、ブデソニド、クロロプ
レドニゾン、クロベタゾール、クロベタゾン、クロコルトロン、クロプレドノール、コル
チコステロン、コルチゾン、コルチバゾール、デフラザコルト、デソニド、デスオキシメ
タゾン、デキサメタゾン、デキサメタゾン２１－アセテート、デキサメタゾン２１－ホス
フェート二ナトリウム塩、ジフロラゾン、ジフルコルトロン、ジフルプレドネート、エノ
キソロン、フルアザコルト、フルクロロニド、フルメタゾン、フルニソリド、フルシノロ
ンアセトニド、フルオシノニド、フルオコルチンブチル、フルオコルトロン、フルオロメ
トロン、酢酸フルペロロン、酢酸フルプレドニデン、フルプレドニゾロン、フルランドレ
ノリド、プロピオン酸フルチカゾン、ホルモコルタール、ハルシノニド、プロピオン酸ハ
ロベタゾール、ハロメタゾン、酢酸ハロプレドン、ヒドロコルタメート、ヒドロコルチゾ
ン、エタボン酸ロテプレドノール、マジプレドン、メドリゾン、メプレドニゾン、メチル
プレドニゾロン、フロ酸モメタゾン、パラメタゾン、プレドニカルベート、プレドニゾロ
ン、プレドニゾロン２５－ジエチルアミノ－アセテート、プレドニゾロンナトリウムホス
フェート、プレドニゾン、プレドニバル、プレドニリデン、リメキソロン、チキソコルト
ール、トリアムシノロン、トリアムシノロンアセトニド、トリアムシノロンベネトニド、
トリアムシノロンヘキサアセトニド、又はその組み合わせを含む。
【００６１】
　多様な実施形態では、治療薬は、ＢＭＰ－２、ＢＭＰ－４、ＢＭＰ－６、ＢＭＰ－７、
ＢＭＰ－８、及びＣＤＭＰ－１を含むが、これらに限定されないＢＭＰ及び／又はＣＤＭ
Ｐを含むことがある。
【００６２】
　感染を治療するための抗感染薬は、限定されないが、例えば、抗菌薬、キノロン類、特
にフルオロキノロン類（例えば、ノルフロキサシン、シプロフロキサシン、ロメフロキサ
シン、オフロキサシン等）、アミノグリコシド類（例えば、ゲンタマイシン、トブラマイ
シン等）、グリコペプチド類（例えば、バンコマイシン等）、リンコサミド類（例えば、
クリンダマイシン）、セファロスポリン類（例えば、第１、第２、第３世代）、関連する
ベータラクタム類、マクロライド類（例えば、アジスロマイシン、エリスロマイシン等）
、ニトロイミダゾール類（例えば、メトロニダゾール）、ペニシリン類、ポリミキシン類
、テトラサイクリン類、又はその組み合わせを含む。
【００６３】
　１つの例示的な抗菌薬は、限定されないが、例えば、アセダプリン、アセトスルホンナ
トリウム、アラメシン、アレキシジン、アムジノシリン、アムジノシリイン、ピボキシル
、アミサイクリン、アミフロキサシン、アミフロキサシンメシレート、アミカシン、硫酸
アミカシン、アミノサリチル酸、アミノサリチル酸ナトリウム、アモキシリン、アンホマ
イシン、アンピシリン、アンピシリンナトリウム、アパルシリンナトリウム、アプラマイ
シン、アスパルトシン、硫酸アストロマイシン、アビラマイシン、アボパルシン、アジス
ロマイシン、アズロシリン、アズロシリンナトリウム、塩酸バカンピジリン、バシトラシ
ン、バシトラシンメチレンジサリチレート、バシトラン亜鉛、バンベルマイシン、ベンゾ
イルパスカルシウム、ベリスロマイシン、硫酸ベタマシン、ビアペネム、ビニラマイシン
、塩酸ビフェナミン、ビスピリチオンマグスルフェックス、ブチカシン、硫酸ブチロシン
、硫酸カプレオマイシン、カルバドックス、カルベニシリン２ナトリウム、カルベニシリ
ン、インダニルナトリウム、カルベニシリンフェニルナトリウム、カルベニシリンカリウ



(14) JP 2012-518492 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

ム、カルモナムナトリウム、セファクロル、セファドキシル、セファマンドール、セファ
マンドールナファート、セファマンドールナトリウム、セファバロール、セファトリジン
、セファザフルナトリウム、セファゾリン、セファゾリンナトリウム、セフブペラゾン、
セフジニル、セフェピム、塩酸セフェピム、セフェテコール、セフィキシム、塩酸セフメ
ノキシム、セフメタゾール、セフメタゾールナトリウム、セフォニシド１ナトリウム、セ
フォニシドナトリウム、セフォペラゾンナトリウム、セフォラニド、セフォタキシムナト
リウム、セフォテタン、セフォテタン２ナトリウム、塩酸セフォチアム、セフォキシチン
、セフォキシチンナトリウム、セフォピミゾール、セフピミゾールナトリウム、セフピラ
ミド、セフピラミドナトリウム、硫酸セプピロム、セフポトキシムプロキセチル、セフプ
ロジル、セフロキサジン、セフスロジンナトリウム、セフタジジム、セフチブテン、セフ
チゾキシムナトリウム、セフトリアキソンナトリウム、セフロキシム、セフロキシムアキ
セチル、セフロキシムピボキセチル、セフロキシムナトリウム、セファセトリルナトリウ
ム、セファレキシン、塩酸セファレキシン、セファログリシン、セファロリジン、セファ
ロチンナトリウム、セファピリンナトリウム、セフラジン、塩酸セトサイクリン、セトフ
ェニコール、クロラムフェニコール、パルミチン酸クロラムフェニコール、クロラムフェ
ニコールパントテン酸複合体、クロラムフェニコールコハク酸ナトリウム、クロルヘキシ
ジンホスファニレート、クロロキシレノール、重硫酸クロルテトラサイクリン、塩酸クロ
ルテトラサイクリン、シノキサシン、シプロクロキサシン、塩酸シプロフロキサシン、シ
オレマイシン、クラリスロマイシン、塩酸クリナフロキサシン、クリンダマイシン、塩酸
クリンダマイシン、塩酸パルミチン酸クリンダマイシイン、リン酸クリンダマイシン、ク
ロファジミン、クロキサシリンベンザチン、クロキサシリンナトリイウム、クロキシキン
コリスチメタン酸ナトリウム、硫酸コリスチン、クーママイシン、クーママイシンナトリ
ウム、シクラシリン、サイクロセリン、ダルホプリスチン、ダプソン、ダプトマイシン、
デメクロサイクリン、塩酸デメクロサイクリン、デメサイクリン、デノフンギン、ジアベ
リジン、ジクロキサシリン、ジクロキサシリンナトリウム、硫酸ジヒドロストレプトマイ
シン、ジピリチオン、ジリスロマイシン、ドキシサイクリン、ドキシサイクリンカルシウ
ム、ドキシサイクリンホスファテックス、ドキシサイクリンヒクレート、ドロキサシンナ
トリウム、エノキサシン、エピシリン、塩酸エピテトラサイクリン、エリスロマイシン、
エリスロマイシンアシストラート、エリスロマイシンエストレート、エチルコハック酸エ
リスロマイシン、エリスロマイシングルセプタート、ラクトビオン酸エリスロマイシン、
エリスロマイシンプロピオナート、ステアリン酸エリスロマイシン、塩酸エタンブトール
、エチオナミド、フレロキサシン、フロキサシリン、フルダニン、フルメキン、ホスホマ
イシン、ホスホマイシントロメタミン、フモキシシリンフラゾリウムクロリド、酒石酸フ
ラゾリウム、フシジン酸ナトリウム、フシジン酸、ガンシクロビル及びガンシクロビルナ
トリウム、硫酸ゲンタマイシン、グロキシモナム、グラミシジン、ハロプロジン、ヘタシ
リン、ヘタシリンカリウム、ヘキセジン、イバフロキサシン、イミペネム、イソコナゾー
ル、イセパミシイン、イソニアジド、ジョサマイシン、硫酸カナマイシン、キタサマイシ
ン、レボフラルタドン、レボプロピルシリンカリウム、レキシトロマイシン、リンコマイ
シン、塩酸リンコマイシン、ロメフロキサシン、塩酸ロメフロキサシン、メシル酸ロメフ
ロキサシン、ロラカルベフ、マフェナイド、メクロサイクリン、スルホサリチル酸メクロ
サイクリン、メガロマイシンリン酸カリウム、メキドックス、メロペネム、メタサイクリ
ン、塩酸メタサイクリン、メテナミン、ヒプル酸メテナミン、マンデル酸メテナミン、メ
チシリンナトリウム、メチオプリム、塩酸メトロニダゾール、リンサンメトロニダゾール
、メズロシリン、メズロシリンナトリウム、ミノサイクリン、塩酸ミノサイクリン、塩酸
ミリンカマイシン、モネンシン、モネンシンナトリイウム、ナフシリンナトリウム、ナリ
ジクス酸ナトリウム、ナリジクス酸、ナタイナイシイン、ネーブラマイシイン、パルミチ
ン酸ネオマイシン、硫酸ネオマシン、ウンデシレン酸ネオマイシン、硫酸ネチルマイシン
、、ニュートラマイシン、ニフィラデン、ニフラルデゾン、ニフラテル、ニフラトロン、
ニフルダジル、ニフリミド、ニフィウピノール、ニフルキナゾール、ニフルチアゾール、
ニトロサイクリン、ニトロフラントイン、ニトロミド、ノルフロキサシイン、ノボビオシ



(15) JP 2012-518492 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

ンナトリウム、オフロキサシン、オンネトプリム、オキサシリン、オキサシリンナトリウ
ム、オキシモナム、オキシモナムナトリウム、オキソリン酸、オキシテトラサイクリン、
オキシテトラサイクリンカルシウム、塩酸オキシテトラサイクリン、パルジマイシン、パ
ラクロロフェノール、パウロマイシン、ペフロキサシン、メシル酸ペフロキサシン、ペナ
メシリン、ペニシリンｇベンザチン、ペニシリンｇカリウム、ペニシリンｇプロカイン、
ペニシリンｇナトリウム、ペニシリンＶ、ペニシリンＶベンザチン、ペニシリンＶヒドラ
バミン、及びペニシリンＶカリウム等のペニシリン、ペンチジドンナトリウム、網のサリ
チル酸フェニル、ピペラシリンナトリウム、ピルベニシリンナトリウム、ピリジシリンナ
トリウム、塩酸ピルリマイシン、塩酸ピバンピシリン、パモ酸ピバンピシリン、ピバンピ
シリンプロベネート、硫酸ピリミキシンＢ、プロフィロマイシン、プロピカシン、ピラジ
ナミド、ジンクピリチオン、酢酸キンデカミン、キヌプリスチン、ラセフェニコール、ラ
モプラニン、ラニマイシン、レロマイシン、レプロマイシン、リファブチン、リファメタ
ン、リファメキシル、リファミド、リファンピン、リファペンチン、リファキシミン、ロ
リテトラサイクリン、硫酸ロリテトラサイクリン、ロサラマイシン、ブチル酸ロサマイシ
ン、ロサマイシンプロピオナート、ロサマイシンリン酸ナトリウム、ステアリン酸ロサマ
イシン、ロソキサシン、ロキサルソン、ロキシスロマイシン、サンサイクリン、サンフェ
トリウムナトリウム、サルモキシリン、サルピシリン、スコパフンギン、シソマイシン、
硫酸シソマイシン、スパルフロキサシン、塩酸スペクチノマイシン、スピラマイシン、塩
酸スタリマイシイン、ステフィマイシン、硫酸ストレプトマイシンスオレプトニコジド、
スルファベンズ、スルファベンズアミド、スルファセタミド、スルファセタミドナトリウ
ム、スルファシチン、スルファジアジン、スルファジアジンナトリウム、スルファドキシ
ン、スルファレン、スルファメラジン、スルファメーター、スルファメサジン、スルファ
チアゾール、スルファメトキサゾール、スルファモノメトキシン、スルファモキソール、
スルファニラート亜鉛、スルファニトラン、スルファサラジン、スルファミゾール、スル
ファチアゾール、スルファザメト、スルフィソキサゾール、アセチルスルフィソキサゾー
ル、スルフィスボサキザゾールジオラミン、スルフォミキシン、スロペネム、スルタムリ
シリン、サンシリンナトリウム、塩酸タランピシリン、テイコプラニン、塩酸テマフロキ
サシン、テモシリン、テトラサイクリン、塩酸テトラサイクリン、テトラサイクリンリン
酸複合体、テトロキソプリム、チアンフェニコール、チフェンシリンカリウム、チカルシ
リンクレシルナトリウム、チカルシリン２ナトリウム、チカルシリンナトリウム、チクラ
トン、チオドニウムクロリド、トブラマイシン、硫酸トブラマイシン、トスフロキサシン
、トリメトプリム、硫酸トリメトプリム、トリスルファピリミジン、トロレアンドマイシ
ン、硫酸トロスペクトマイシン、タイロスリシン、バンコマイシン、塩酸バンコマイシン
、バージニアマイシン、ゾルバマイシン、又はその組み合わせを含む。
【００６４】
　多様な実施形態では、植え込み可能ネジは、例えば、ポリウレタン、ポリ尿素、ポリエ
ーテル（アミド）、ＰＥＢＡ、熱可塑性エラストマオレフィン、コポリエステル、及びス
チレン熱可塑性エラストマ、鋼、アルミニウム、ステンレス鋼、チタニウム、ジルコニウ
ム、炭素、非鉄金属含有量が高い金属合金、及び低相対割合の鉄、炭素繊維、ガラス繊維
、プラスチック、セラミック、又はその組み合わせ等の材料を含む。
【００６５】
　多様な実施形態では、ネジは、ポリ（アルファ－ヒドロキシ酸）、ポリ（ラクチドコグ
リコリド）（ＰＬＧＡ）、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリド（ＰＧ）、ポリエー
テルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリ（アルファヒドロキシ酸の）ポリエチレングリコ
ール（ＰＥＧ）接合体、ポリオルトエステル、ポリアスピリン、ポリフォスファゲン、コ
ラーゲン、でんぷん、アルファでんぷん、ヒアルロン酸、キトサン、ゼラチン、アルギン
酸塩、アルブミン、フィブリン、アルファトコフェロール酢酸エステル、ｄ－アルファト
コフェロールコハク酸エステル、Ｄ，Ｌ－ラクチド、又はＬ－ラクチド等のビタミンＥ類
似物、、－カプロラクトン、デキストラン、ビニルピロリドン、ポリビニルアルコール（
ＰＶＡ）、ＰＶＡ－ｇ－ＰＬＧＡ，ＰＥＧＴ－ＰＢＴ共重合体（ポリアクティブ）、メタ
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クリル酸エステル、ポリ（Ｎ－イソプロピルアクリルアミド）、ＰＥＯ－ＰＰＯ－ＰＥＯ
（プルロニックス）、ＰＥＯ－ＰＰＯ－ＰＡＡ共重合体、ＰＬＧＡ－ＰＥＯ－ＰＬＧＡ、
ＰＥＧ－ＰＬＧ、ＰＬＡ－ＰＬＧＡ，ポロクサマー４０７、ＰＥＧ－ＰＬＧＡ－ＰＥＧト
リブロック共重合体、ＳＡＩＢ（ショ糖酢酸イソ酪酸エステル）、又はその組み合わせを
含むが、これらに限定されない生重合体を含む。
【００６６】
　他の実施形態では、ネジは、合成起源か天然起源の「再吸収性」材料を含む。かかる材
料は、酵素反応、加水分解反応、又は他の化学反応又は細胞過程によって副生成物に分解
され、当該副生成物は体内に組み入れられるか体内から排出される。再吸収性材料は、皮
質骨、セラミック（例えば、ヒドロキシアパタイト、リン酸三カルシウム、バイオガラス
、硫酸カルシウム等）、およびチロシン（アミノ酸）を経由するペンダント基が、エチル
エステル（ＤＴＥ）またはフリーカルボン酸塩(ＤＴ)またはその組み合わせのいずれかで
ある、チロシン誘導ポリカーボネートポリ（ＤＴＥ－コ－ＤＴカーボネート）を含むが、
これらに限定されない。いくつかの実施形態は、全ての再吸収性材料、全ての非再吸収性
材料、又はいくつかの再吸収性材料及びいくつかの非再吸収性材料の組み合わせの使用を
含む。「再吸収性」という用語は、「生体再吸収性」、「吸収性」、「生体吸収性」と見
なされる材料を含む。
滅菌
【００６７】
　植え込み可能ネジは、滅菌可能であってよい。多様な実施形態では、１本又は複数本の
ネジが、最終梱包の最終滅菌で放射線によって滅菌されてよい。製品の最終滅菌は、製品
構成部品が別々に滅菌され最終梱包が無菌環境で組み立てられるのを要求する、無菌処理
等の処理よりも、無菌を保証する。
【００６８】
　通常、多様な実施形態では、最終滅菌ステップでガンマ放射線が使用される。装置内に
深く浸透するガンマ線からの電離エネルギーの活用がこれに含まれる。ガンマ線は、微生
物を殺す上できわめて効果的であり、残渣を残すこともなく、装置に放射能を与えるほど
十分なエネルギーも有していない。ガンマ線は、装置が梱包内にあり、ガンマ滅菌が高圧
又は真空状態を必要としない、したがってパッケージシール及び他の構成部品に圧力が加
えられていないときに利用できる。さらに、ガンマ放射線は、透過性の梱包材料の必要性
を排除する。
【００６９】
　多様な実施形態では、電子ビーム（ｅビーム）線が、装置の１つ又は複数の構成部品を
滅菌するのに使用されてよい。ｅビーム放射線は、一般的には、低い浸透率及び高い線量
率によって特徴付けられる電離エネルギーの形を含む。ｅビーム照射は、接触時に、微生
物の生殖細胞を含む多様な化学結合及び分子結合を変化させるという点で、ガンマ処理に
類似している。ｅビーム滅菌で生成されるビームは、電気の加速及び変換により生じる集
中的で高電荷の電子の流れである。
【００７０】
　装置の１つ又は複数の構成部品を滅菌するには、限定されないが、例えば、エチレンオ
キシドによるガス滅菌や蒸気滅菌等の他の方法も使用されてよい。
キット
【００７１】
　多様な実施形態では、埋め込み型装置は、埋め込まれる前に無菌環境で維持されるため
、キットの中に梱包されてよい。多様な実施形態では、１本又は複数本の植え込み可能ネ
ジを含むキットが提供される。キットは、ネジを植え込むために使用され、植え込み可能
ネジとともに結合される追加のパーツを含んでよい。キットは、第１のコンパートメント
に植え込み可能ネジ（複数の場合がある）を含んでよい。第２のコンパートメントは、（
例えば、移植ツール、ドライバ等）ネジを植え込むために必要とされる計器を含んでよい
。第３のコンパートメントは、手袋、カーテン、創傷被覆材、及び計器カタログならびに
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ントは、追加の針及び／又は縫合糸を含んでよい。第５のコンパートメントでは、キット
は曲線状の頭によって作り出された空間内へ適用される骨誘導及び／又は骨伝導薬品（例
えば、ＢＭＰ）を含んでよい。各ツールは、放射線で滅菌されたプラスチックパウチに別
々に梱包されてよい。キットのカバーは、移植手順の説明図を含んでよく、無菌を維持す
るために、透明なプラスチックカバーがコンパートメント上に置かれてよい。
【００７２】
　本明細書の教示の精神又は範囲から逸脱することなく、本明細書に説明される多様な実
施形態に多様な修正及び変更を加え得ることは、当業者には明白であろう。したがって、
多様な実施形態が、本教示の範囲内で、多様な実施形態の他の修正及び変更をカバーする
ことが意図されている。

【図１】 【図２】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月12日(2011.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療を要する患者の骨移植処置の間に空間を維持するための植え込み可能ネジであって
、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、圧縮力から骨移植領域を保護す
るように調整された領域、及び骨移植のための容量を増加するための湾曲した下面を有す
る曲線状の頭と、前記骨の中に前記ネジを固定するためのネジ付きシャフトであって、前
記シャフトの外径が約１．４ｍｍ以下であり、前記シャフトの内径が約１．２ｍｍ以下で
あり、前記内径が前記外径よりも小さいネジ付きシャフトと、骨組織を貫通するように調
整される先端とを備え、新しい宿主骨が生成された後に前記ネジが除去できる、植え込み
可能ネジ。
【請求項２】
　前記ネジがチタニウムを含む、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項３】
　前記シャフトの長さが約８ｍｍから約１７ｍｍの範囲であり、前記ネジのピッチによっ
て、約３ｍｍから約４ｍｍの骨の係合の後に、前記ネジを骨の中で安定化できる、請求項
１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項４】
　前記シャフトの全長にネジが付けられるように、又は前記シャフトの全長未満にネジが
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付けられるように、前記シャフトが頂点冠状領域でネジを付けられる、請求項１に記載の
植え込み可能ネジ。
【請求項５】
　前記ネジが、第２の植え込み可能ネジに隣接して植え込まれる、請求項１に記載の植え
込み可能ネジ。
【請求項６】
　前記ネジが骨を成長するための材料で被覆される、請求項１に記載の植え込み可能ネジ
。
【請求項７】
　前記ネジが、ネジへの直接的な適用以外の手段で、骨移植材料の組み込みをサポートす
る、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項８】
　前記ネジ付きシャフトが、メッシュ又は膜、又は中又は上にＢＭＰ－２が配置されたコ
ラーゲンスポンジに係合する、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項９】
　治療を要する患者の骨移植処置の間に空間を維持するための埋め込み型装置であって、
前記埋め込み型装置は、少なくとも第１のネジ及び第２のネジを備え、前記第１のネジ及
び前記第２のネジのそれぞれが、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、
圧縮力から骨移植領域を保護するように適応された領域、及び骨移植のための容量を増加
するための湾曲した下面を有する曲線状の頭と、前記骨の中に前記ネジを固定するための
ネジ付きシャフトと、骨組織を貫通するように調整される先端とを備え、前記第１の頭が
前記第２のネジの頭に隣接し、新しい宿主骨が生成された後に前記装置が除去できる、埋
め込み型装置。
【請求項１０】
　少なくとも前記第１のネジがチタニウムを含む、請求項９に記載の埋め込み型装置。
【請求項１１】
　前記第１のネジ及び前記第２のネジのそれぞれの頭のサイズが、約３ｍｍから約７ｍｍ
の範囲であり、前記曲線状の頭の領域が、骨成長のための容量を増加するために曲線状の
下面を備える、請求項９に記載の埋め込み型装置。
【請求項１２】
　前記第１のネジの頭が、前記第２のネジの頭と異なるサイズである、請求項９に記載の
埋め込み型装置。
【請求項１３】
　前記第１のネジ及び前記第２のネジのそれぞれの前記外側シャフトが、約１．４以下の
直径を有し、前記シャフトの内径が約１．２ｍｍ以下であり、前記内径が前記外径よりも
小さい、請求項９に記載の埋め込み型装置。
【請求項１４】
　前記第１のネジのシャフトサイズの外径又は内径が、前記第２のネジのシャフトサイズ
の外径又は内径とは異なる、請求項９に記載の埋め込み型装置。
【請求項１５】
　口部処置で骨を移植する方法であって、少なくとも１本の植え込み可能ネジを備える埋
め込み型装置を下顎骨の中に植え込むステップであって、前記ネジが、高度に研磨され、
機械加工された表面、軟組織を支え、骨移植領域を圧縮力から保護するように適応された
領域、及び骨の成長のために容量を増加するための湾曲した下面を有する曲線状の頭であ
って、さらに、前記曲線状頭のサイズが約３ｍｍから約７ｍｍの範囲である曲線状の頭と
、前記骨の中に前記ネジを固定するためのネジ付きシャフトであって、外径が約１．４ｍ
ｍ以下であり、内径が約１．２ｍｍ以下であり、前記内径が前記直径よりも小さいネジ付
きシャフトと、骨組織を貫通するように調整された先端とを備える、埋め込み型装置を下
顎骨の中に植え込むことと、前記ネジの上に、又は前記ネジの近くで骨成長材料を組み込
むステップと、いったん新しい宿主骨が生成されると前記埋め込み装置を取り除くステッ
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プと、を含む方法。
【手続補正書】
【提出日】平成23年11月2日(2011.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療を要する患者の骨移植処置の間に空間を維持するための植え込み可能ネジであって
、高度に研磨され、機械加工された表面、軟組織を支え、圧縮力から骨移植領域を保護す
るように調整された領域、及び骨移植のための容量を増加するための湾曲した下面を有す
る曲線状の頭と、前記骨の中に前記ネジを固定するためのネジ付きシャフトであって、前
記シャフトの外径が約１．４ｍｍ以下であり、前記シャフトの内径が約１．２ｍｍ以下で
あり、前記内径が前記外径よりも小さいネジ付きシャフトと、骨組織を貫通するように調
整される先端とを備え、新しい宿主骨が生成された後に前記ネジが除去できる、植え込み
可能ネジ。
【請求項２】
　前記ネジがチタニウムを含む、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項３】
　前記曲線状の頭のサイズが約３ｍｍから約７ｍｍの範囲である、請求項１に記載の植え
込み可能ネジ。
【請求項４】
　前記シャフトの長さが約８ｍｍから約１７ｍｍの範囲であり、前記ネジのピッチによっ
て、約３ｍｍから約４ｍｍの骨の係合の後に、前記ネジを骨の中で安定化できる、請求項
１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項５】
　前記シャフトの全長にネジが付けられるように前記シャフトが頂点冠状領域にネジを付
けられているか、又は前記シャフトの全長未満にネジが付けられている、、請求項１に記
載の植え込み可能ネジ。
【請求項６】
　前記ネジが、第２の植え込み可能ネジに隣接して植え込まれる、請求項１に記載の植え
込み可能ネジ。
【請求項７】
　前記ネジが骨を成長するための材料で被覆される、請求項１に記載の植え込み可能ネジ
。
【請求項８】
　前記ネジが、ネジへの直接的な適用以外の手段で、骨移植材料の組み込みをサポートす
る、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項９】
　前記ネジ付きシャフトが、メッシュ又は膜、又は中又は上にＢＭＰ－２が配置されたコ
ラーゲンスポンジに係合する、請求項１に記載の植え込み可能ネジ。
【請求項１０】
　前記ネジがセルフドリル用に調整された先端を備える、請求項１に記載の植え込み可能
ネジ。
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